

















材 料 と 方 法
電子顕微鏡朝察 ･J7イルス粒子の観察には 上として2% PTA (リンクソグステソ恨,
KOHで pH6.5-6.8)を用いた directnegalivestain法 (DN法)により標本を作成




テヒド(宴混1時け1日), 1%オスミック醸 (冷室 1時間)で病其跡片を2Irir'l･促 , ユタノ
-ル系列脱水,エポン樹脈 (Epon812:MNA:DDSA-=3:2:1)に包Ii托して瓜iTJ-させ,



























細胞内に認められたが (図版IV;B,C), これはおそらくbarley yelow dwarfvirus
(BYDV)(6･8･1日 2･17) との混合感染,とくに後者標本は BYDV 明虫惑梁のものと考えられ
た.

















第 1来 車ヒクビL,7プラムンによる=ムギ芯-14'r:-ウイルスの伝搬 (泣得吸汁唖17.q)
芸 始 警 検 定 組 物 1 病柏2%上での3m)l汁時 間4(脚 ) 24
'71.7,27 コム fL'l_林52F]Il) 0/10
'717 / b)
'7].7, オオ入牢樺太従価 b)













第 2表 キt=/クビL/アプラムシによるコム草氷菓ウイルスの伝搬 (壕慾吸汁時間)
芸 始 警 検 定 椎 物
検定柵物 上で の吸汁時間 (時間)




































雄和吸汁愉til a)241射乳 b)1時RHLl.C)2岬帆 d)3時間,e)4時間
,l]';しなかった.ウイルスを保毒 したアブラムシは 1時間以上捷全幼前を加害すれば ウイル
スを伝搬することが仰 明した.
77ラムシのウイルス保毒期間 ウイルス保 flj･7プラムシを新 しい検定植物幼Iy]Lに編 目
移 しかえ,アブラムシの ウイルス舵jb欄 間を調べた. 第3表に示す ように,WYLV は 2
E1日まで移されたが それ以後は移されなかった. 1971年の実軌では 3日目以後に 葉先だ
第 3末 キビ,/ビレ7プラムンによる:Zムギj:li薬ウイルスの伝搬 (保謝 抑hL】)
実 験 移 し か え 回 数 (毎日1回)
検 定 仙 物
聞始 日 1 2 3 4 5 6 7
'719,2 コム ギ出林52号 LI/5 1/5
'7l.9 7 オオムギ五畝凶行 3/5 1/5
'71,9,7 コム ギ比林52弓 3/5 1/5
721012 エソ/:ク Pendek 4/8 2/8
?? ? ??

























物 (3日E]以降移しかえ接種で発病し,非先だけに訴化が見られたもの)は BYDV によ




































第4表 FliBl掛こおけるオオム車,コムギの柄 軌 と WYLV粒子怜出との関係
親 祭 n 粁 木 桶徴の型 ｣准将病純 観察歩数 粒子検出茎数
･72･510 オオムギ 6晶和 B･Bw?･R 十











1972年 病 徴 所 見
5月 16U 止柴全面葡緑色とTLる.
5 20 止発令而戯変し,燕先から枯れ始める.止僻 樹の芯化が始まる.
5 23 止柴Jj-1g先からtfJ2/3が枯れ.邦柵全体が;Ji化.砧の訴化







6 10 収 軽 日(当J刻F]l場)
5月16日児柄の6茎についての観察.6茎すべてIl引滋の経過をたどった.
が,その頻度は少なく,W型のものからはほとんど確実に WYLV粒子が検出された.こ
の結果か ら WYLV はW型桁数の主因であると考えられた.
コムヂ (シラサギコムギ)弧協で 1971年 5月16EIに止薬にW塑 病徴が 現われ始め,




















1972年5月1日以降.当研究所内のコムギ圃 場 (シラサギコムギ)で病徴の 発現時期
別に20租ずつまとめて 18.7･本として 調布を行なった.調光区は第6表に示した_.収穫 し




















た穂は 1穐ずつ 手で 注意深 く脱粒 して 乾燥 し,20穂をまとめた各便本の全粒症,粒径別
重巌を測定 した.その結果を第 1,2図に示 した.
調査成雛によると,収穫前約 1ケ月の抑 こ1I=掛 こ病徴が始めて発現 した穂 (No.2区)
で稔乗が極端に不良であり, 外観健全区 (5月24日現在)の100粒irfが 3.77gであっ
たのに対 し1,09gに しかすぎなかった. さらに,Tf_2.2mm 以上の粒のfB:冊が 全体に
?
?






































調 査 日 m JyJ
6月6-7日 北 (帆)
6月 5 E1 両 (田)
発 生 程 度
土.一十 1十一竹 林ノ-榊
0 5 147 75 227
0 3 48 77 128





































ルス病 としては barley yelow dwarfvirus(BYDV)(8･IJ)が知 られている. 日本で
55巻 (1973)
は鳥山,与良 (1972)が カモジグサの炭化症状 および エソノミクa)redleai症状陳から
BYDV を分離して報告している. しかし,オオム牛やコムギの輩化症状と BYDV との
i英和こついては つまびらかにしていない.本戦の WYLV による痛故は コム牛,オオム
軒で蛮化 葉枯れが特徴であり,また,エソバクで redleaf症状を生じる点から見ると
BYDV による病徴にかなり似ているものとlJ:える, しかし, ウイルス粒子は BYDV が




















物に発生するものは ヨーロッパ の FestucanecrosisvirLISである.この ウイルスはイ
クリ7ソライグラスにも発生しエソ/ミクを侵すが,オカム車には惜敗しないと されてい









れは未記録の新しいウイルスと認められたので コムキ用架 ウイルス (wheatyelowleaf
virus,WYLV と略記)と命名した.
JX,学 研兜
WYLV 粒子はLxtlOnrn のひ t,状 で 兵さは 約 1.6-1.85/lのものが多かっL PTA
negativestain試料でウイ/L,ス粒子に 版縞が,iJL.められ,らせん梢造が批測され/I. ギ恨
ウフニノLによる negativestain.J津十につきilIfJ足 したとこ,3てはこのらせん胤桁の､｢･均は





時間以上吸汁 して伝搬力を持つようにli:I),保 Ihi虫は触全-u]-を 1時間以上吸汁することに
よりウイルスを伝搬 した.また,'Rr掠虫は連 ｢l移 しかえ抜髄で 2日目までは伝搬ノブを保持
したが,それ以後は伝搬 しなかった.木 ウイルスは汁液接範で移されず,種子伝効も認め
られなかった.




る.エソ/:クやイタリアンライグラスではL'引ヒの代わ りに赤安楽 (red leaf)とな り,と
くにエソノミクでは薬粘れも朗著である.
畑で見られた コム車やオオム車の筑化症柑 まどちらとも判定のつかない場 合もあった
浴,大別して2弐射こ分け られた.盛の弘化,非礼jVJ_)病状進行の■両 ､ものはtとしてWYLV











































10 出 学 研 究
図 版 説 明
図版 I
A) 閥妙 二発生したノラサギコムギの黄化輿枯れの病放ヲPJ.右から5柴)lL,土W型 (主として
Wheatyelowleafvirusによるもの).左から2At_廿 はB型 (主として Barleyyel一ow
dwarf梯ウイルスによると見られる)




A) コムギ武力ti-ウイルスによるオオム半の横位 品種,赤神力. 自然発病.止兼.符,糖の
茶化.右端は如病槻
B) 7プラムシ接桃によるコムギ (/ラサギコムギ)盛の黄化
C) コムギ荊IREウイルス病株 (ノラサギコムギ)に生じた抑子の粒径別標本. 本文.第2回
参,Hfi.
D) コム=r-き1襲ウイルス粒子 PTA negatlVeStain試札 ,tJ.1線の長さは 100nm




B) Aの部分拡大.ひも状粒子の併噺おi:び斜断面か見られる 黒線の長さは 025/i
図版 ⅠV
A) WYLV 粒子か散在するコム+'娘織部の細胞 .EJさ練の長さは 1FE
B,C) コムギから険出された barleyyelow dwarfvlruS様の儒部細胞内粒子集塊.無
線のl～さは0.25FL
B) 13]場発柄萌化コムギから倹11されたもの
C) 77ラムシを用いた辿日移しかえ楼都試験で.5日目接種のコムギ苗 (菓先1=けの茶化)
から倹LJされたもの
55巻 (1973)
I
???? ?
13
Et辻了'･研 究
図 版 IV
